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ed mostly by M.biceps femorisin〟α･
cacaandColobus.However,theprosimianS･
dissected in this work donotfitinto
anyoftheabovecategories.Therelative
weightaswellasthelengthsofattachment
ofthese muscles arenotmuch different
from one anotherin GalagoandNycti･
cebus.Thus,thehipisextendedinthe
lattertwogeneraequallybybothofthe
musclegroups.
Thesecondpartofthisstudydealswith
therelationofbonesandmuscles･ofthe
hipandthighregions.Somemeasurements
weremadeontheinnominateandfemur
bonesandfrom thesedimensionsindices
werecalculated.Therelativeweightsofthe
muscleswerecorrelatedwiththeindicesof
thecorrespondingbones.
Therelativelengthsoftheischium,the
pubic,andthebiomechanicalfemurneck,
therelativeheightofthecondylesofthe
femur,andtherelativepositionoftheless･
ertrochanterofthefemurarecorrelated
withthehamstrings,adductors,gluteals,
quadricepsfemoris,andiliopsoasmuscles
respectively.Tosummarize,thespecies
which havehigh relativeweightsofa
givengroupofmuscleshavehighvalues
ofthecorrespondingindicesofthebones,
whereasthespecieswithrelativelysmall
relativeweightsofagivengroupofmus･
Cleshavesmallvaluesofthecorresponding
indicesofthebones.
二ホ ンザル野生群における父親決定
に関する研究
早坂謙 二
ニホンザル群でみられるような,詔長城の校雄
群で,子供の父親を決定することは,詔長期l柴田
の社会構造,および,その進化について研究する
上で,重要な意味を持っている｡
ヒトでは,父親を決定する方法として,父権苗
定法が,一般に用いられていろ｡父権否定法とは,
子供が持っていて,母親が持っていない遺伝子を
持っていない男は,その子供の父親であることを
否定される,という考え方である｡詔良放校碓群
でも,同じ方法を放って,父親を決定することが,
原理的には,可能である｡
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しかし,実際には,野生即で父親を決;i:するこ
とは,班田内の遺伝的変災性の低さ,郡外のオス
を含む,生別に関与するすべてのオスを柁ほし,
採血することの囚更正さ,などのmd]から,非門に
悶inlfである｡そのため,野生即では,遺伝学的に
父祝を決起しようとする仕耶は,なされてこなか
った｡
本研死では,従釆より行っている,相克泳動法
で絞りほ れろ,血破小のタンパク質多型を支配す
る,33退伝子座位を用いて,父権苔定法により父
栢否定碓率を計許し,それをもとに,今後の研究
に十分な父規決定率をえるのに必要な座位数の推
rj主を行った｡
まず,詔長期研究所放飼場のアカゲザル,ニホ
ンザル各紺羊で,計罪で求めた父枯否定招率と,
実際に,父柿否定法を適用して観察された父柿否
定率とを比較した｡
6酢のうち5がで,両者に市.LEI.zi詔がみられた｡
しかし,有意差の原因については,野生郡で必'Arl
な座位数を推定する時には,その形甥が少なくな
ると考えられた｡そこで,計発憤から必要な座位
数を推定することは,不適当ではない,と考えら
れた｡
ニホンザル42群の父権否定確率は,平均で22.74
0/o(1.92-50.170/0),カニクイザル19郡の平均で,
46.350/o(16.76-71.510/a),トクモンキー7㍍の平
均で,73.820/a(62.660/0-79.510/a)であった｡
オスの数を10と仮定した時に,80%の石在率で,
子供の父規を決定するためには,97.550/Oの父柁否
定確率が必要となる｡
必要な座位数を推定する時には,現在と同じ変
異性を持つ座位が,同じ頻皮で,今後も検出され
ることをm待した｡推定では,まず,座位当りの
平均父権否定確率をもとに,必要な座位数の予想
値を計許したo次に,乱数を用いて,現在のデー
タから,ある座位を選び出して,次々積算して,
97.55yoの確率が得られるまでくりかえす,という
試行を100回行い,用いた乱数の数,すなわち,
必要な座位数の平均値と最小値を求めた｡
ニホンザルで,すべての群れのデータをひとま
とめにして推定した時,予想債,平均肌で現在の
約14倍,100回の試行の最小値でも約10倍の座位
が,さらに必要となることがわかった｡
また,各群ごとに個別に推定した時には,推定
の予想帆 平均値で現在の4-190倍,扱小債で
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2-160倍の庄位が,さらに必要となろことがわ
かった｡
カニクイザルでは,すべての群れをまとめて推
定した時に,予想値,平均値で現在の約5倍,最
小伯で約3倍の座位が,さらに必要であることが
わかった｡
詔艮類の中では,比較的変異性の高いトクモン
キーでも,予想値,平均値で現在の約2倍,最小
値で約 0.7倍の座位が,さらに必要であることが
わかった｡
現在と同じ方法を用いて,座位数を現在の2倍
に増やすことですら,時間的,技術的に不可能で
ある｡つまり,今回用いたような,血液中のタン
パク質多型の屯気泳動法による検出法のみを用い
る限り,野生粥で,十分な父親決定率を得ること
は.那芙上,不可樋であることがわかった｡
1座位当りの父様否定碓率は,対立遇伝子数が
多いほど拓くなる｡したがって,唱気泳動法より
変災の検出効率のよい方法を用いれば,父権否定
確率を高めるのに有効であると考えられる｡
Duva11ら(1976)は,白血球抗原型を使って,
Smith(1981.1982)とCurie-Cohenら(1983)は,
赤血球抗原型を使って,それぞれ,アカゲザルコ
ロニーで,高い割合での父親決定に成功した｡特
にDuvallらが用いた白血球抗原型座位は,アカ
ゲザルで,非常に変只･性が高いことが知られてい
ろ｡ニホンザルでも,同様の抗原型の決定ができ
るようになれば,相当な割合で父親を決めること
ができるようになる可能性がある｡
霊長類のリンパ球抗原について
村 山裕一
緒 言
ヒトリンパ球抗原に対するモノクローナル抗体
が作糾され,リンパ球の機紙の同Ti:･分化の研究
はもとより白血病の同Eji:と治戎モ法の花立などの臨
床研兜などに役立っている｡これらヒト用モノク
ローナル抗仏を川いて'B良美刺こおけるリンパ球抗
TJ決定基の進化について考察した研究がいくつか
あり,抗原決定基の共有性と従来の霊長類の系統
関係がおおよそ一致する事が示されている｡しか
し,多くのモノクローナル抗体をシリー ズとして
多種頬の詔長類について調べた例や同属内変異の
